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Abstract：In Tokyo Metropolitan College of Industrial Technology, we accept industrial high school graduates as the 
fourth grader after an entrance exam. In spite of their desire, they cannot help themselves out of having a hard time 
because of discontinuity between industrial high school mathematics and technical college mathematics. We have to 
intend a mathematics course as an appropriate help for them and develop appropriate teaching materials. 
 






























ある年の編入学学力検査問題－試験時間：120 分，(A)は教科書程度，(B)はやや難問  
1. 余弦定理の基本問題 (A) 6. 指数方程式 (B) 
2. ４次方程式 (B) 7. ４次関数の極値 (A) 
3. 定積分の応用問題 (B) 8. 三角関数の値を求める (A) 
4. 極限 (B) 9. 直線と放物線の共有点の個数 (A) 










2006 年度に都立２高専を母体として東京都立産業技術高等専門学校が誕生した．その第一期生が 4 年生に進級する




の年間スケジュールと，工業高校側の編入生推薦基準，および最初の 3 年間の受け入れ実績は以下の通りである． 
 
工業高校からの編入生受け入れの年間スケジュール 





高専の体験授業に参加（中学生向けの体験入学と同時開催の場合もある）   
工業高校で行われる数学講習会に参加         
１０月 
高専にて推薦入試（面接）を受検       
高専への編入学が内定         
～２月 高専で行われる数学講習会（前半：150 分×5 回）を受講      
３月 
高専で行われる数学講習会（後半：150 分×5 回）を受講 
高専で行われる各教育コースの専門科目の指導を受講 
  
４月 編入学式（高専本科・専攻科の入学式と同時開催）     









キャンパス別･教育コース別 編入生受け入れ実績     


















2009 年度 2 0 0 0 1 0 0 2 5 
2010 年度 2 0 0 0 2 3 2 3 12 














足の翌年度の 2008 年度からである．初年度の講習会は 2009 年 3 月に開講した．翌年度からは時間数を倍増の上，両
キャンパスで分担することにした． 
 
2008 年度実施/2009 年度編入生 5 名対象 




第 2 回 3/24(火) 微分の応用 
第 3 回 3/26(木) 不定積分と定積分 
第 4 回 3/30(月) 積分の応用 
第 5 回 4/1(水) 積分の応用と簡単な微分方程式 
2009 年度実施/2010 年度編入生 12 名対象 




第 2 回 12/13(日) 微分の計算 
第 3 回 1/10(日) 不定積分の計算 
第 4 回 1/23（土) 定積分の計算 
第 5 回 2/6(土) 簡単な微分方程式 
第 6 回 
品川 
3/8(月) 平面ベクトル 
第 7 回 3/9(火) 空間ベクトル 
第 8 回 3/11(木) 行列と行列式 
第 9 回 3/15(月) 逆行列と外積  
第 10 回 3/17(水) 行列の対角化 
 
2010 年度実施/2011 年度編入生 4 名対象 
第 1 回 
品川 
12/25(土) 多項式の微分積分 
第 2 回 12/27(月) 微分の計算 
第 3 回 1/15(土) 不定積分の計算 
第 4 回 1/29（土) 定積分の計算 
第 5 回 2/5(土) 簡単な微分方程式 




第 7 回 4/9(土) 空間ベクトル 
第 8 回 4/16(土) 行列と行列式 
第 9 回 中止 逆行列と外積  
第 10 回 中止 行列の対角化 
※2010 年度後半の講習会は東日本大震災の影響で３回分しか実施できなかった． 
 






況とレポート提出で成績評価が行われる．この授業は両キャンパスで開講されるため，受講定員は 16 名の半分の 8




















数列と級数 2 変数関数の応用 
ベクトルの基礎 2 重積分 
1 変数の微分法 2 重積分の応用 
1 変数の積分法 微分方程式の復習 
微分方程式 行列と連立方程式 
1 変数の微分法の応用 行列の固有値と固有ベクトル 
1 変数の積分法の応用 行列の対角化 







































 最初の編入生である 2009 年度編入生は皆，希望に満ちて高専の門をくぐったはずだが，その後の高専生活はさま
ざまであった．残念ながら 5 名全員の 5 年生への進級はかなわず，卒業後の進路の開拓にも苦労した．多難を乗り越
えて高専編入を果たしたのだから，充実した高専生活を過ごすためにも専攻科への進学が最もふさわしいと思われる
が，それも容易ならざることのようである．次年度 2010 年度編入生も，12 名全員の 5 年生への進級はかなわなかっ
た．編入後の成績の個人差が大きく，なかなか厳しい現実に直面している． 
航空高専と比べても，編入生の進級率が向上したとは感じられない。産業技術高専では編入前後の補習を手厚くした
一方で，筆記試験を課さない等の門戸拡大を行った結果である．ただし，編入生のまじめな姿勢は今も昔も変わらな
い．今後は高専編入がブランド化し，工業高校の成績上位層が編入を志してくれるようにしたい． 
産業技術高専は，今春，初めての卒業生を世に送り出したが，その中に工業高校からの編入生の名前があったこと
が講習会担当者の何よりの励みになった． 
 
 
